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～五月晴れのなか、五・七・五で描かれた情景を堪能～

　第 24回黒羽芭蕉の里全国俳句大会
　６月23日(日)、黒羽地内のホテルで開催されました。
　事前に募集していた自由題の部には、全国各地の639名から2,175句の応募があり、　
大会当日の席題の部にも177名が参加して投句。『蛍』『雹』『紫陽花』という席題のもと、
参加した皆さんは、俳句づくりの腕前を競いながらも、俳句で表現されたさまざまな情
景をたっぷり堪能していました。
　選者には、本市ゆかりの黒田杏子先生をはじめ各方面でご活躍中の５名の先生方をお
招きして選句をしていただきました。
　また、東洋大学教授でありご自身も俳句を詠まれる谷地快一先生に、「旅は芭蕉に何を
もたらしたか―『おくのほそ道』を軸にして―」と題したご講話をいただきました。
　今回受賞した作品と作者は次のとおりです。（推薦と特選のみ掲載、敬称略）


